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が大きいので、新緑の木々が鮮やかな黄や赤に変化する人気スポット
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主な内容
・農業経営危機突破に向けて、JA グループ一丸と

なって

・JA かみましき青壮年部活動

・ガンバッテいます：有瀬英憲さん、稲田由美さん

・各連合会からのお知らせ

　

延
長
十
二
回
裏
、
山
崎
武
志
（
楽
天
）
の
放
っ
た
打
球
は

無
常
に
も
レ
フ
ト
前
に
落
ち
、
走
者
が
ホ
ー
ム
に
駆
け
込
み
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
敗
戦
。
そ
し
て
王
監
督
最
後
の
試
合
で
あ
っ

た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
最
下
位
が
確
定
し
、
あ
ま
り
に
も
無
残

な
幕
切
れ
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
と
き
王
監
督
は
「
勝
負
師
と
し
て
悔
し
い
」
と
目
に

涙
を
た
め
て
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
脱
い
だ
と
い
う
。

　

王
監
督
は
、
選
手
時
代
か
ら
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
。

一
九
五
六
年
、
早
稲
田
実
業
高
校
か
ら
巨
人
に
入
団
し
、
長

島
選
手
と
と
も
に
Ｏ
Ｎ
時
代
を
築
き
、
少
年
時
代
の
我
々
を

熱
狂
さ
せ
た
。
当
時
「
巨
人
、
大
鵬
、
卵
焼
き
」
は
、
我
々

の
あ
こ
が
れ
で
あ
っ
た
。

　

現
役
時
代
は
、
独
特
な
「
一
本
足
打
法
」
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

量
産
し
、
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
は
、
十
三

年
連
続
を
含
む
一
五
回
獲
得
、そ
し
て
二
回
の
三
冠
王
。
更
に
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
の
通
算
八
六
八
本
は
世
界
記
録
。
こ
れ
ら
の
輝

か
し
い
記
録
は
、
当
分
破
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

　

そ
し
て
、
八
四
年
か
ら
巨
人
監
督
、
そ
の
後
九
五
年
に
ダ

イ
エ
ー
（
現
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
の
監
督
に
就
任
、
現
在
に
至
っ

て
い
た
。　

　

し
か
し
、
監
督
時
代
は
順
風
満
帆
と
は
行
か
な
か
っ
た
。
万

年
Ｂ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
ダ
イ
エ
ー
監
督
へ
の
就
任
当
時
、
連
敗

続
き
に
逆
上
し
た
心
無
い
フ
ァ
ン
ら
に
、
生
卵
を
ぶ
つ
け
ら

れ
た
り
し
た
。

　

し
か
し
こ
う
し
た
中
、
選
手
、
コ
ー
チ
の
精
神
面
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
若
い
選
手
を
積
極
的
に
育
成
し
て
き
た
。

　

王
監
督
は
退
任
後
、
球
団
最
高
顧
問
会
長
に
就
任
し
、
今

後
の
戦
力
補
強
な
ど
チ
ー
ム
編
成
に
携
わ
っ
て
い
く
と
い
う
。

そ
し
て
後
任
監
督
に
は
、
熊
本
県
出
身
の
秋
山
幸
二
チ
ー
フ

コ
ー
チ
に
決
定
し
た
。

「
移
籍
し
て
き
た
時
か
ら
大
好
き
な
チ
ー
ム
。
好
き
な
チ
ー
ム

を
何
と
か
し
た
い
。」
と
決
意
を
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
常
勝
軍
団
の
復
活
を
図
っ
て
く
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
た
い
。
来
シ
ー
ズ
ン
か
ら
が
楽
し
み
で
あ
る
。



農
業
経
営
危
機
突
破
に
向
け
て
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て

重
油
・
飼
料
・
肥
料
等
生
産
資
材
急
騰
に
よ
る
農
業
経
営
危
機
に
対
処
す
る
た

め
、「
熊
本
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
業
経
営
危
機
突
破
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ

て
協
議
を
重
ね
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
対
策
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

重
油
・
飼
料
・
肥
料
等
生
産
資
材
が
高
騰
す
る

中
、
生
産
者
は
、
様
々
な
自
助
努
力
を
行
い
、
コ

ス
ト
低
減
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
努

力
も
限
界
に
達
し
て
お
り
、
極
め
て
厳
し
い
経
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
Ｊ
Ａ
な
ら
び
に

各
連
合
会
は
、様
々
な
対
策
を
講
じ
て
は
い
る
が
、

抜
本
的
な
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
本
農
業
経
営
危
機
突
破
対
策
本
部

で
は
、
こ
の
危
機
的
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
致
団
結
し
取
り
組
む
べ
き
事

項
と
し
て
、
次
の
対
策
を
取
り
ま
と
め
た
。

《
対
策
の
概
要
》

⑴
緊
急
対
策
と
し
て
の
国
・
県
へ
要

請
す
る
事
項

　

生
産
資
材
等
の
急
騰
は
も
は
や
生
産
者
の

努
力
の
限
界
を
超
え
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
・
手
段
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
丸

と
な
り
、
以
下
の
点
を
中
心
に
国
・
県
等
へ

要
請
を
行
う
。

■ 

共　
　

通

○
生
産
コ
ス
ト
に
着
目
し
た
経
営
安
定
対
策

の
確
立

　

現
状
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
、
生
産
コ

ス
ト
に
着
目
し
た
再
生
産
価
格
補
償
制
度
の

創
設
等
、
経
営
安
定
に
資
す
る
対
策
を
要
望

す
る
。

○
省
エ
ネ
・
低
コ
ス
ト
生
産
に
向
け
た
支
援

対
策
の
充
実
・
強
化

　

将
来
に
渡
り
、
農
業
経
営
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
省
エ
ネ
・
低
コ
ス
ト
生
産
の

取
り
組
み
と
飼
料
自
給
率
の
向
上
等
が
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
機
器
・
設
備
導
入

等
へ
の
支
援
を
要
望
す
る
。

○
緊
急
運
転
資
金
等
の
創
設

　

現
在
、
生
産
者
は
、
当
面
の
農
業
経
営
を

継
続
す
る
た
め
の
運
転
資
金
の
確
保
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
無
利
息
運
転

資
金
の
創
設
お
よ
び
既
往
制
度
資
金
の
貸
出

条
件
緩
和
を
要
望
す
る
。

■ 

営
農
用
油

○「
営
農
用
Ａ
重
油
価
格
補
て
ん
制
度
」の
創
設

　

Ａ
重
油
の
購
入
価
格
が
保
証
基
準
価
格
を

上
回
っ
た
場
合
、
そ
の
差
額
の
一
定
割
合
を

価
格
補
て
ん
す
る
制
度
の
創
設
を
要
望
す
る
。

■ 

畜
産
酪
農

○
所
得
補
償
方
式
経
営
安
定
対
策
の
全
畜
種

へ
の
適
用
拡
大
と
内
容
充
実

　

直
近
の
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
反
映
す

る
、
適
正
な
保
証
基
準
価
格
の
設
定
等
内
容

の
充
実
を
要
望
す
る
。

○
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金
制
度
の
財
源
確
保

　

安
定
的
な
運
用
に
向
け
た
財
源
の
確
保

と
、
既
往
借
入
金
の
返
済
に
お
い
て
、
生
産

者
負
担
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
対
策
を
要
望

す
る
。

⑵ 

省
エ
ネ
対
策

　

重
油
の
高
騰
に
伴
い
、
県
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
・
生
産
者
が
一
体
と
な
り
以
下
の
対
策
に

取
り
組
み
、
施
設
園
芸
農
家
の
経
営
安
定
に

向
け
、
省
エ
ネ
対
策
を
推
進
す
る
。

■ 

営
農
用
油(

園
芸
・
果
樹)

○
多
層
カ
ー
テ
ン
等
に
よ
る
暖
房
負
荷
抑
制

　

被
覆
資
材
を
多
層
化
し
、
保
温
性
を
高
め
る

こ
と
に
よ
る
暖
房
負
荷
の
抑
制
を
徹
底
す
る
。

○
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
等
省
エ
ネ
暖
房
方
式
の
導
入

　

新
た
な
省
エ
ネ
暖
房
方
式
の
導
入
に
よ
る

効
率
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
推
進
す
る
。
初

期
投
資
が
必
要
な
た
め
、
補
助
事
業
等
を
活

用
し
た
導
入
を
促
進
す
る
。

○
省
エ
ネ
管
理
の
徹
底
に
よ
る
生
産
性
向
上

対
策

　

暖
房
機
の
点
検
・
清
掃
等
を
基
本
と
し
、

循
環
扇
・
多
段
サ
ー
モ
等
の
活
用
に
よ
る
省

エ
ネ
管
理
を
徹
底
す
る
。

⑶
コ
ス
ト
低
減
対
策

　

現
在
、
個
々
の
生
産
者
に
よ
る
コ
ス
ト
低

減
の
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
、
各
連
合
会
及
び
行

政
等
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
効
果
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
地

域
を
核
と
し
な
が
ら
、
県
全
体
で
の
取
り
組

み
と
し
て
発
展
・
展
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
の

取
り
組
み
を
着
実
に
実
践
し
、
安
定
し
た
経

営
が
継
続
で
き
る
農
業
経
営
基
盤
の
確
立
を

推
進
す
る
。

■ 

肥　
　

料

○
土
壌
診
断
に
基
づ
く
適
正
施
肥
の
推
進

　

県
全
体
で
、「
要
ら
な
い
肥
料
は
使
わ
な

い
」
と
い
う
取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
基
礎
と
し
て
、
再
度
、
県
と
も

一
体
と
な
り
土
壌
診
断
を
徹
底
す
る
。

○
施
肥
効
率
の
高
い
肥
料
の
利
用
や
局
所
施

肥
の
導
入
に
よ
る
減
肥
の
推
進

　

肥
効
調
節
型
肥
料
の
利
用
や
局
所
施
肥
の

導
入
に
よ
る
効
率
的
な
施
肥
を
推
進
し
、
肥

料
の
削
減
を
行
う
。

○
新
オ
リ
ジ
ナ
ル
低
コ
ス
ト
肥
料
（
低
成
分

肥
料
）
の
活
用

　

現
在
、「
施
肥
コ
ス
ト
低
減
対
策
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
、
新
オ
リ
ジ
ナ
ル
低
コ
ス
ト
肥

料
（
低
成
分
肥
料
）
が
開
発
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
。

○
肥
料
担
い
手
満
車
直
行
の
利
用

　

現
在
、
経
済
連
に
お
い
て
、
担
い
手
満
車

直
行
要
領
を
制
定
し
、
肥
料
満
車
直
行
輸
送

に
よ
る
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
活
用
を
促
進
す
る
。

■ 

農　
　

薬

○
低
コ
ス
ト
農
薬
の
活
用

　

大
型
規
格
品
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
等
の

利
用
を
促
進
す
る
。

○
効
率
的
な
防
除
技
術
の
導
入

　

発
生
予
察
情
報
に
基
づ
く
早
期
発
見
・
適

期
防
除
、
高
濃
度
少
量
散
布
等
を
推
進
す
る
。

■ 

生
産
資
材
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○
低
コ
ス
ト
資
材
の
活
用

　

低
コ
ス
ト
段
ボ
ー
ル
・
被
覆
資
材
等
の
活

用
、
規
格
の
統
一
化
な
ど
を
進
め
、
コ
ス
ト

低
減
に
取
り
組
む
。

■ 

農
業
機
械

○
低
価
格
農
機
等
の
活
用

　

ヘ
ル
プ
農
機
や
Ｊ
Ａ
独
自
型
式
農
機
の
利

用
促
進
。

　

ま
た
、
各
リ
ー
ス
事
業
を
通
し
経
営
規
模

拡
大
、
経
営
の
多
角
化
に
貢
献
し
有
利
な
資

金
と
支
払
方
法
の
選
択
肢
を
広
げ
る
。

■ 

飼　
　

料

○
集
落
営
農
組
織
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織

を
核
と
し
た
低
コ
ス
ト
自
給
飼
料
増
産
・

確
保

　

個
々
の
生
産
者
に
よ
る
自
給
飼
料
増
産
・

確
保
の
取
組
み
に
は
、
限
界
が
あ
る
た
め
、

集
営
農
落
組
織
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
組
織

化
を
支
援
し
、
県
全
体
で
、
組
織
を
核
と
し

た
取
組
み
を
推
進
す
る
。

○
稲
わ
ら
等
の
活
用
促
進
、
広
域
流
通
の
展
開

　

現
在
、
す
き
込
み
、
焼
却
等
処
分
さ
れ
て

い
る
稲
わ
ら
等
を
、
飼
料
と
し
て
活
用
す
る

取
組
み
を
県
下
一
体
と
な
っ
て
促
進
す
る
。

ま
た
、
広
域
流
通
の
手
段
を
構
築
す
る
。

○
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
活
用
促
進

　

個
々
の
生
産
者
に
よ
る
取
組
み
は
、
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
県
な
ど
関
係
団
体
と
連
携

し
組
織
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
。

○
放
牧
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
生
産
拡
大

　

放
牧
の
推
進
は
、
低
コ
ス
ト
生
産
に
非
常

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
放
牧
の
実
施
を
強
力
に
推
進
し
、
地

域
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
に

取
り
組
む
。

○
低
コ
ス
ト
飼
料
開
発
・
普
及

　

配
合
飼
料
な
ど
、
一
層
の
低
コ
ス
ト
飼
料
の

開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
普
及
を
推
進
す
る
。

⑷
流
通
・
販
売
対
策

　

原
料
価
格
の
高
騰
等
の
情
勢
や
生
産
者
の

生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
消

費
者
及
び
流
通
業
者
に
認
識
・
理
解
を
共
有

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
各
地
域
で
の
活
動
は
も
と
よ

り
、
県
全
体
、
さ
ら
に
は
全
国
運
動
と
し
て

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

同
時
に
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
新
た
な
販
売
先
の
開
拓
、
及

び
差
別
化
商
品
の
開
発
等
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
、
流
通
コ
ス
ト
削
減
策
等
の
実
践

に
よ
り
、
生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
に
取
り

組
む
。

■ 

共　
　

通

○
消
費
者
理
解
運
動
の
展
開

　

Ｊ
Ａ
全
中
を
中
心
と
し
た
「
や
っ
ぱ
り
国

産
農
畜
産
物
推
進
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
各
地
区
で
様
々
な
街
頭
活
動
等

も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
呼

応
し
て
実
施
す
る
と
も
に
、
マ
ス
コ
ミ
等
も

活
用
し
た
よ
り
効
果
的
なP

R

活
動
を
実
践

す
る
。

○
大
消
費
地
へ
の
販
売
促
進
活
動
の
展
開

　

本
県
の
農
畜
産
物
は
、
大
消
費
地
で
の
消

費
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
販
売
促
進
活
動

に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
県
下
一
体
と

な
っ
た
効
果
的
な
活
動
を
展
開
す
る
。

○
地
産
地
消
及
び
直
販
事
業
の
拡
大

　

地
産
地
消
・
直
販
等
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
中
間
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
に
取
組
む
。

○
海
外
輸
出
促
進

　

新
し
い
市
場
と
し
て
、
海
外
に
目
を
向
け

た
事
業
展
開
を
強
化
す
る
。

■ 

園
芸
・
果
樹

○
青
果
物
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化

　

青
果
物
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
全

Ｊ
Ａ
常
駐
に
よ
る
分
荷
・
調
整
の
一
元
化
に

よ
り
安
定
販
売
・
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
等
を

実
現
す
る
。

○
Ｊ
Ａ
間
積
み
合
わ
せ
等
に
よ
る
物
流
コ
ス

ト
の
低
減

　

Ｊ
Ｒ
コ
ン
テ
ナ
活
用
、
Ｊ
Ａ
間
積
み
合
わ
せ

等
に
よ
り
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
む
。

■ 

畜
産
酪
農

○
差
別
化
商
品
の
開
発
と
販
売
促
進

　

生
産
基
準
を
明
確
に
し
た
差
別
化
商
品
の
開

発
に
よ
り
、
付
加
価
値
を
付
け
た
販
売
を
実
現

し
、
販
売
価
格
の
引
き
上
げ
に
取
り
組
む
。

○
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
直
営
店
の
設
置

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等
直
営
店
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
熊
本
県
産
の
畜
産
物
の
Ｐ

Ｒ
拠
点
と
し
て
の
役
割
発
揮
を
目
指
す
。

⑸
生
産
技
術
対
策

　

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
伴
い
、
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
県
等
が
一
体
と
な
り
、
経

営
・
技
術
指
導
の
徹
底
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

■ 

共　
　

通

○
個
別
農
家
経
営
分
析
の
実
施

　

経
営
試
算
シ
ー
ト
（
県
農
業
技
術
課
で
開

発
）
等
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
詳
細
な
経
営

分
析
を
行
い
、
経
営
改
善
目
標
を
立
て
た
実

践
を
誘
導
す
る
。

　

ま
た
、
原
油
・
飼
料
価
格
等
に
基
づ
く
農

家
別
採
算
ラ
イ
ン
の
設
定
に
よ
り
、
以
下
の

対
策
を
誘
導
す
る
。

■ 

園
芸
・
果
樹

○
経
営
規
模
に
応
じ
た
作
型
・
栽
培
方
法
の

見
直
し

　

厳
寒
期
を
避
け
る
等
、
経
営
実
態
・
規
模

に
応
じ
た
作
型
・
栽
培
方
法
の
見
直
し
に
取

り
組
む
。

○
少
加
温
型
品
目
の
選
定

　

少
加
温
品
目
へ
の
切
り
替
え
に
よ
る
経
営

改
善
に
取
り
組
む
。

例
：
ア
ー
ル
ス
→
カ
ボ
チ
ャ
（
野
菜
）

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
→
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
（
花
卉
）

○
無
加
温
栽
培
品
目
の
選
定

　

無
加
温
長
期
出
荷
型
品
目
へ
の
転
換
に
よ

る
経
営
改
善
に
取
り
組
む
。

例
：
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ニ
ガ
ウ
リ

○
作
付
体
系
の
改
善

　

加
温
期
の
変
更
等
作
付
体
系
を
変
更
す
る

こ
と
に
よ
り
、
燃
料
削
減
に
取
り
組
む
。

■ 

畜
産
酪
農

○
事
故
率
の
低
下
、
分
娩
回
転
率
の
向
上
等

　

生
産
現
場
に
お
い
て
、
飼
養
管
理
の
在
り

方
を
再
度
点
検
・
検
証
し
、
最
大
限
効
率
的

な
生
産
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
県
全
体
で
「
畜
舎
環
境
改
善
運
動
」

を
展
開
し
、
飼
養
管
理
の
徹
底
に
よ
る
事
故

率
低
下
・
分
娩
回
転
率
向
上
等
、
生
産
性
向

上
に
取
り
組
む
。
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ＪＡかみましき 青壮年部活動

　

毎
年
夏
に
な
る
と
青
壮
年
部
員
・

Ｊ
Ａ
役
職
員
の
親
善
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
８
月
30
日
に
益
城
町
総

合
体
育
館
で
20
チ
ー
ム
参
加
に
よ

り
開
催
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
青
壮
年
部
員
・
役
職
員
の

親
善
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
れ
た
て
市
場
嘉
島
店
で
七
月

五
日
と
六
日
の
両
日
、
矢
部
青
壮

年
部
と
清
和
青
壮
年
部
が
合
同
で
、

野
菜
即
売
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

地
元
で
取
れ
た
農
産
物
を
地
元

で
消
費
し
よ
う
と
す
る
「
地
産
地

消
」
の
一
環
で
、
年
数
回
の
予
定

で
開
催
を
企
画
。
今
回
は
ト
マ
ト

や
キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ピ
ー

マ
ン
な
ど
朝
摘
み
の
新
鮮
な
野
菜

を
、
１
０
０
円
均
一
で
販
売
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
、「
地
元
で
生

産
、
消
費
す
る
こ
と
で
燃
料
な
ど

の
コ
ス
ト
面
で
も
違
い
が
出
る
。

な
に
よ
り
新
鮮
で
安
全
な
野
菜
を

家
庭
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
い
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
毎
年
、
Ｊ
Ａ
役
員
（
常

勤
・
地
区
担
当
理
事
）
と
青
壮
年
部
・

女
性
部
と
の
対
話
集
会
を
開
い
て

い
ま
す
。

　

梅
田
穰
組
合
長
は
「
皆
様
の
Ｊ

Ａ
に
対
す
る
貴
重
な
意
見
を
い
た

だ
く
と
共
に
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

対
話
集
会
で
は
、
経
営
安
定
対

策
の
Ｊ
Ａ
の
方
針
や
五
年
後
、
十

年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
な
ど
、

予
定
時
間
を
延
長
す
る
ほ
ど
活
発

に
質
疑
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
よ
り
青
壮
年
部
組

織
代
表
理
事
を
選
出
し
、
Ｊ
Ａ
経

営
者
の
１
人
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　JA かみましき青壮年部（部長：藤木眞也）６支部、盟友 304 名は、地域農業の担い手として、また地域リーダー
となるべく活動し、日本農業の大切さを消費者や次世代を担う子供たちへ伝える運動を展開しています。農政活動
として、担い手対策勉強会や WTO 農業交渉学習会など農業政策の知識向上にも努めています。
　また、食育の一環として、小学校の学習田における水稲生育調査など農業体験学習に協力し、地域農業の状況や
食生活、食べ物の大切さを管内の子ども達に伝える活動を行っています。さらに、地域との親睦を深め農業に対す
る理解を得るべく、八朔祭り・文楽里祭り・JA 祭等に積極的に参加し、各支部が地域に根ざした活動を行っています。

青
壮
年
親
善
ス
ポ
ー
ツ

大
会

～
青
壮
年
部
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
～

新
鮮
野
菜
が
い
っ
ぱ
い

で
す

～
青
壮
年
部
、
野
菜
即
売
会
～

活
発
に
意
見
交
換

～
役
員
と
青
壮
年
部
・
女
性
部
と

の
対
話
集
会
～

青壮年部各支部による小学校学習田での田植の様子（各支部による小学校の食農教育の一環として取り組んでい
ます）
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有瀬　英憲さん
ＪＡくま

●
有
機
農
業
に
興
味

　

人
吉
市
は
、球
磨
川
、人
吉
温
泉
、特
産
品
で
は
、

球
磨
焼
酎
、鮎
な
ど
が
有
名
。

　

有
瀬
さ
ん
は
、昭
和
四
四
年
二
月
生
ま
れ
。有
機

農
業
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、東
京
農
工
大
、

大
学
院
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、稲
作
を
中
心
と
し
た
減
農
薬
栽
培
に
つ

い
て
多
く
を
学
び
、特
に
、田
ん
ぼ
に
巣
食
う
虫
の

調
査
・
研
究
に
没
頭
し
ま
し
た
。

　

現
在
、両
親
と
と
も
に
、栗
園
三
０
０
ａ
、イ
チ
ゴ

二
〇
ａ
、た
け
の
こ
五
〇
ａ
、水
稲
六
〇
ａ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

●
栗
園
の
手
入
れ

　

人
吉
地
方
は
、盆
地
で
昼
夜
の
寒
暖
の
差
が
あ
り
、

粘
土
質
の
赤
土
な
の
で
栗
の
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。

有
瀬
さ
ん
の
家
の
ま
わ
り
は
栗
園
で
、あ
た
り
一
面
、

見
事
な
ク
リ
が
実
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、栗
の
収
穫
時
期
で
す
。栗
は
そ
の
場
で
、イ
ガ
を

剥
き
、選
別
し
て
、Ｊ
Ａ
く
ま
の
野
菜
集
出
荷
所
に
「
く

ま
栗
」と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
収
穫
が
終
わ
る
と
、来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
栗

の
木
の
剪
定
作
業
を
始
め
ま
す
。

　

痛
ん
だ
ク
リ
の
木
に
登
り
、枯
れ
た
枝
を
切
っ
た

り
、切
り
口
が
腐
ら
な
い
よ
う
に
薬
を
塗
っ
た
り
と
大

忙
し
で
す
。

　

土
壌
管
理
も
大
事
な
こ
と
か
ら
、肥
料
は
有
機
肥
料

を
使
い
、下
草
刈
に
も
精
を
出
し
ま
す
。

●
台
風
の
思
い
出

　

農
業
を
始
め
て
、一
番
に
思
い
出
す
こ
と
は
、平

成
七
年
の
台
風
で
す
。

　

栗
が
実
り
、収
穫
の
時
期
の
九
月
、台
風
12
号
が

接
近
、栗
の
実
は
落
ち
る
し
、枝
葉
が
折
れ
る
な
ど
、

大
き
な
被
害
を
う
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

現
在
、台
風
13
号
が
発
生
、鹿
児
島
方
面
に
接
近
。

「
今
ち
ょ
う
ど
栗
の
収
穫
時
期
で
、台
風
が
逸
れ
て

く
れ
た
ら
い
い
が
」と
取
材
中
、心
配
そ
う
に
話
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
話
で
、「
台
風
の
被
害
は
、小
さ
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
を
聞
き
、安
堵
し
ま
し
た
。

●
青
壮
年
部
の
活
動

　

Ｊ
Ａ
く
ま
青
壮
年
部
人
吉
支
部
長
を
し
て
い
る

有
瀬
さ
ん
は
、話
す
。

　
「
今
年
は
、新
た
な
試
み
と
し
て
、女
性
部
と
合
同

で
消
費
者
三
〇
名
を
募
集
、八
ａ
の
畑
に
大
豆
の
種

を
手
作
業
で
撒
き
ま
し
た
。十
一
月
頃
に
は
、収
穫

の
予
定
。自
分
た
ち
で
育
て
た
大
豆
で
、味
噌
つ
く

り
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。地

域
の
人
々
が
集
ま
り
一
緒
に
作
業
、食
す
る
こ
と
で

お
互
い
の
つ
な
が
り
を
深
め
、足
元
か
ら
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
“
伝
統
と
文
化
”を
広
げ
る
一
歩
に

し
て
い
き
た
い
。」

稲田　由美さん
ＪＡやつしろフレッシュミズ

▲イチゴハウスの前にて

　

稲
田
さ
ん
は
、イ
草
の
産
地
で
あ
る
八
代

の
出
身
。地
元
の
学
校
を
卒
業
後
、Ｊ
Ａ
や
つ

し
ろ
へ
就
職
。そ
の
間
に
現
在
の
ご
主
人
と

知
り
合
い
、結
婚
し
ま
し
た
。

　

長
女
の
出
産
を
機
に
退
職
。そ
の
後
、三
人

の
子
供
に
恵
ま
れ
、子
育
て
し
な
が
ら
ご
両

親
の
農
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

●
イ
草
か
ら
イ
チ
ゴ
へ

　

稲
田
さ
ん
宅
で
は
、両
親
と
中
心
と
な
っ

て
も
ち
米
を
一
四
〇
ａ
、イ
チ
ゴ
を
四
十
五

ａ
栽
培
し
て
い
ま
す
。も
と
も
と
は
イ
草
を

栽
培
し
て
い
た
が
、八
年
前
か
ら
イ
チ
ゴ
に

切
り
換
え
、今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
イ
チ
ゴ
は
デ
リ
ケ
ー
ト
で
と
て
も
難
し

い
。天
気
・
気
温
に
左
右
さ
れ
て
毎
年
が
一
年

生
み
た
い
で
す
。昨
年
は
あ
ま
り
出
来
が
よ

く
な
か
っ
た
の
で
、今
年
は
よ
く
手
入
れ
し

て
、色
・
形
・
味
が
整
っ
た
イ
チ
ゴ
を
作
り
た

い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
年
の
イ
チ
ゴ
は
ま
だ
植
え
付
け
し
た
ば

か
り
。台
風
の
季
節
は
無
事
乗
り
越
え
ま
し
た

が
、ま
だ
ま
だ
油
断
は
出
来
な
い
よ
う
で
す
。

●
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
の
活
動

　

稲
田
さ
ん
が
所
属
す
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

は
、現
在
二
十
三
名
の
会
員
で
活
動
を
し
て

い
ま
す
。活
動
は
農
繁
期
、農
閑
期
を
考
え
て
、

行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、部
員
が
栽
培
し
て

い
る
作
物
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
、当
然
そ
の
時
期

に
も
ズ
レ
が
あ
る
の
で
、な
る
べ
く
部
員
が
揃

う
時
期
に
活
動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

毎
年
行
う
活
動
は
、親
睦
会
、部
員
交
歓

会
、ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
、研
修
旅
行
、テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
講
習
会
、地
元
祭
り
へ
の
参
加
な

ど
、ほ
ぼ
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
年
一
回
行
わ
れ
る
、舞
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
。そ
こ
で
発
表
さ
れ
た
他
の
部
会
の
活

動
を
参
考
に
し
て
、自
分
達
の
活
動
に
取
り
入

れ
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

●
今
後
の
期
待
と
抱
負

　

稲
田
さ
ん
は
、今
後
の
抱
負
と
し
て
、「
会
員

数
を
増
や
し
て
、

色
々
な
人
と
た

く
さ
ん
会
話
し

て
、
子
育
て
、
仕

事
、家
族
の
事
な

ど
気
軽
に
相
談

で
き
、楽
し
く
活

動
し
、毎
日
の
仕

事
の
励
み
に
な

れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

▲
女
性
部
・
部
員
交
歓
会
に
て
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Ｊ
Ａ
中
央
会

Ｊ
Ａ
経
済
連

　　

食
の
安
全
性
が
問
わ
れ
て
い
る
中
、
消
費

者
に
今
こ
そ
安
心
安
全
な
県
産
物
と
我
が
国

の
食
料
自
給
率
の
向
上
、
農
畜
産
物
へ
の
価

格
転
嫁
等
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
熊
本
は
「
食
料
・
農
業
に
対
す
る
理

解
促
進
」（
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
街
宣

活
動
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま

ず
９
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
中
央
会
・
連
合
会
・
専

門
連
の
職
員
40
人
が
熊
本
市
内
の
繁
華
街
で

街
宣
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
街
宣
活
動
は
、
今
年
12
月
ま
で
月
２

回
合
計
６
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、

１
回
は
熊
日
び
ぷ
れ
す
広
場
で
農
畜
産
物
即

売
会
と
ゲ
ー
ム
大
会
等
を
実
施

す
る
他
、
２
回
は
、
福
岡
市
繁

華
街
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
10
月
の
一
か
月
間
、
中
央
会

連
合
会
中
堅
職
員
に
よ
る
街
頭

で
の
辻
立
ち
演
説
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

約
80
人
が
参
加
し
、
午
前
８

時
か
ら
９
時
ま
で
、
主
張
し
ま

す
。

　

初
日
の
６
日
に
は
担
当
職
員

４
人
が
、
熊
本
市
水
道
町
交
差

点
で
、
通
勤
途
中
の
人
た
ち
に

食
料
と
農
業
等
に
つ
い
て
、
一

生
懸
命
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

▲「街宣活動」と「辻立ち演説」する連合会等職員

食
料
自
給
率
向
上
や
価
格
転
嫁
等

を
訴
え
る

～
街
宣
活
動
ス
タ
ー
ト
～　

　
「
癒
し
の
ひ
と
と
き　

ち
ょ
っ
と
一
服　

く

ま
も
と
茶
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
62
回
全
国
お
茶

ま
つ
り
熊
本
大
会
が
３
～
５
日
の
３
日
間
、
益

城
町
の
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
３
日
に
は
、
８
月
に
行
わ
れ
た
全
国
茶
品

評
会
審
査
会
に
19
都
府
県
か
ら
９
部
門
で
出
品

さ
れ
た
１
，１
３
１
点
の
入
札
販
売
会
を
行
い
、

全
国
か
ら
参
加
し
た
お
よ
そ
２
０
０
社
の
茶
商

が
入
札
し
ま
し
た
。
４
日
に
は
、
品
評
会
の
各

部
門
受
賞
者
・
産
地
、
茶
業
功
績
者
ら
の
褒
章

授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
茶
業
振
興
に

向
け
、
①
世
界
に
向
け
た
日
本
茶
の
普
及
啓

発
・
茶
文
化
の
向
上
と
情
報
発
信　

②
環
境
に

配
慮
し
た
茶
産
業
の
推
進　

③
安
全
・
安
心
な

国
産
茶
の
生
産
・
流
通
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
シ
ス
テ
ム
の
推
進　

④
次
代
を
担
う
も

の
に
夢
の
あ
る
産
業
と
し
て
の
確
立
に
全
力
で

第
62
回
全
国
お
茶
ま
つ
り

熊
本
大
会　

傾
注
―
な
ど
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

５
日
に
は
、
品
評
会
で
入
賞
し
た
茶
を
来
場
者

に
振
る
舞
い
、
リ
ー
フ
茶
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
全
国
お
茶
ま
つ
り
で
、
入
賞
茶
を

実
際
に
飲
め
る
機
会
を
作
っ
た
の
は
今
回
が
初

め
て
。
品
評
会
に
入
賞
し
た
熊
本
県
産
の
茶
の

中
か
ら
、
煎
茶
・
釜
炒
り
茶
・
玉
緑
茶
の
３
種

類
、
２
０
０
人
分
を
用
意
し
ま
し
た
。
来
場
者

は
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
も

つ
生
産
者
か
ら
、
お
茶
の
栽
培
や
製
茶
方
法
を

教
わ
り
な
が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。

　

県
内
の
農
林
水
産
大
臣
賞
、
産
地
賞(

第
１

位)

の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
農
林
水
産
大
臣
賞　

普
通
煎
茶
４
㌔
の
部

＝
相
良
村
銘
茶
研
究
会 (

有)

サ
ン
テ
ィ
ー 

川
上
誠
一
（
相
良
村
）・
蒸
し
製
玉
緑
茶
の

部
＝
岳
間
製
茶 

中
満
房
夫
（
山
鹿
市
）・
釜

炒
り
製
玉
緑
茶
の
部
＝
清
水
製
茶 

清
水
国

義
（
天
草
市
）

▽
産
地
賞(

第
１
位)　

普
通
煎
茶
４
㌔
の
部

＝
相
良
村
・
蒸
し
製
玉
緑
茶
の
部
＝
山
鹿
市 

・
釜
炒
り
製
玉
緑
茶
の
部
＝
天
草
市

入札販売会：茶の香りを確かめる茶商

▲グランメッセ熊本でお茶まつり大会を開催
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Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

Ｊ
Ａ
共
済
連

　

熊
本
県
内
Ｊ
Ａ
で
は
、
９
月
１
日
（
月
）

～
11
月
28
日
（
金
）
ま
で
「『
夢
咲
小
町
』

ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
８
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
の
定
期
積
金
「
夢
咲
小
町
」
を
新

規
に
ご
契
約
い
た
だ
い
た
方
、
既
に
ご
契
約

い
た
だ
い
て
い
る
方
に
抽
選
券
を
１
枚
進

呈
。
抽
選
で
「
Ａ
賞
：
選
べ
る
日
帰
り
温
泉

（
昼
食
・
温
泉
付
）
ペ
ア
招
待
券
（
8
千
円

相
当
）」
を
53
組
に
、
ま
た
、
も
れ
た
方
の

中
か
ら
「
Ｂ
賞
：
Ｊ
Ａ
商
品
券
も
し
く
は
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
（
3
千
円

相
当
）」（
お
申
込
Ｊ
Ａ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。）
を
４
７
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
!!
（
抽
選
日
（
12
月
5
日
（
金
））
時
点

で
中
途
解
約
を
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
抽
選

券
が
失
効
し
ま
す
。
当
選
発
表
日
：
12
月
12

日
（
金
））

　

ま
た
、
既
に
ご
契
約
い
た
だ
い
て
い
る
方

の
ご
紹
介
に
よ
り
、
お
友
達
や
ご
家
族
、
お

知
り
合
い
の
方
が
「
夢
咲
小
町
」
を
ご
契
約

い
た
だ
き
ま
す
と
、
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方

(

既
に
ご
契
約
い
た
だ
い
て
い
る
方)

、
ご
契

約
い
た
だ
い
た
方
へ
そ
れ
ぞ
れ
抽
選
券
を
さ

ら
に
1
枚
進
呈
。
当
選
の
チ
ャ
ン
ス
が
ぐ
っ

と
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

是
非
こ
の
機
会
に
「
夢
咲
小
町
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
定
期
積
金

「
夢
咲
小
町
」
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
２
０
０
８

平
成
20
年
９
月
１
日
（
月
）
～
11
月
28
日
（
金
）

　

10
月
か
ら
新
し
く
家
庭
用
自
動
車
共
済

「
ク
ル
マ
ス
タ
ー
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
人
・
対
物
な
ど
相
手
方
へ
の
保
障
は
も

ち
ろ
ん
、
ご
自
身
・
ご
家
族
の
保
障
、
ご
自

分
の
お
車
の
保
障
な
ど
、
ま
さ
か
の
時
に
必

要
な
保
障
を
「
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
」
な
く

カ
バ
ー
す
る
個
人
向
け
の
最
適
な
保
障
で
す
。

　

ま
た
、
外
出
先
で
の
自
動
車
事
故
や
故
障

な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
頼
り
に
な
る
充

実
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
用
意
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
で
、
24
時
間
・
３
６
５
日
の
事
故
受
付
と

ア
ド
バ
イ
ス
。
ま
さ
か
の
時
も
安
心
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、Ｊ
Ａ
共
済
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
自

賠
責
セ
ッ
ト
割
引
」
や
、「
ゴ
ー
ル
ド
免
許
用

掛
金
」
な
ど
、
ご
契
約
条
件
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
掛
金
割
引
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

安
心
が
ム
ダ
な
く
そ
ろ
っ
て
る

家
庭
用
自
動
車
共
済

「
ク
ル
マ
ス
タ
ー
」
新
登
場
！

夢咲小町
「夢咲小町」は女性のための定期積金です。定期積金
「夢咲小町」をご契約いただくと、その時から「小町
倶楽部」の会員となり、嬉しい特典や楽しいイベン
トであなたの毎日をサポートします。
★ご契約期間  2 年以上                     
★満期受取額  30 万円以上                  
★特　典　１．加盟店で会員カードを提示すれば特

典が！
２．会員限定イベントへの参加申込がで

きる！（お申込ＪＡによって異なりま
す。）

Ｗチャンスキャンペーン賞品
（現金との引き換えはできません）

選べる日帰り温泉（昼食・温泉付）
ペア招待券（8千円相当）　53組
●阿蘇内牧温泉　「阿蘇プラザホテル」
●天草松島温泉　「松島観光ホテル岬亭」
●人吉温泉　　　「清流山水花あゆの里」
●山鹿温泉　　　「富士ホテル」
●玉名温泉　　　「司ロイヤルホテル」
＊ご利用期間は平成 21 年 1 ～ 3 月です。

ＪＡ商品券もしくは三菱ＵＦＪニコス
ギフトカード（3千円相当）475名様

A賞

B賞

●安心のサービス外出先での自動車事故や故障など、トラブル発生

時に頼りになるサービスをご用意

・24 時間 365 日、フリーダイヤルで事故受付とアドバ
イス

・損害調査スタッフ約 5,900 人、事故相談窓口約 1,140
か所の安心ネットワーク（H20.4.1 現在）

①夜間休日現場急行サービス

②夜間休日初期対応サービス

③休日契約者面談サービス

④レッカーサービス

⑤ロードサービス
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●　

秋
の
こ
の
時
期
、
街
角
か
ら
心
地
よ
く
香
る

の
は
、キ
ン
モ
ク
セ
イ
。
自
動
車
の
排
ガ
ス
（
環

境
汚
染
）
に
弱
い
こ
と
か
ら
環
境
に
気
を
配
り

た
い
も
の
で
す
ね
。

十
月
に
咲
く
花
【
金
木
犀
】

　

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
名
は
、
幹
肌
が
皮
膚
の
堅

い
サ
イ
に
似
て
お
り
、
オ
レ
ン
ジ
系
の
小
さ
な

花
が
多
数
、
強
い
芳
香
を
漂
わ
せ
る
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
雄
株
だ
け
で
す
が
、
中
国
で
は

雌
株
が
あ
る
の
で
実
が
な
り
ま
す
。
芳
香
剤
、

お
茶
、
お
酒
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

世
界
の
美
女
、
楊
貴
妃
は
、
白
ワ
イ
ン
を
ベ
ー

ス
に
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
花
を
加
え
三
年
間
熟

成
、
さ
わ
や
か
な
香
り
と
柔
ら
か
な
味
わ
い
の

「
桂
花
陳
酒
」
を
好
ん
で
飲
ん
だ
そ
う
で
す
。

 (

花
こ
と
ば)　

想
う
は
あ
な
た
一
人

モ
ク
セ
イ
科
／
常
緑
小
高
木
／
中
国
南
部

●　

盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や　

周
辺
地
域
の
話

題
、
写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ

Ａ
本
・
支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

08481050411

ご加入にあたりましては、お近くの JA（農協）へお問い
合わせください。
■ホームページアドレス　http://www.ja-kyosai.or.jp

みんなにサンキューキャンペーン実施中！
http://www.3qja.jp

JAバンク

※当キャンペーンにつきましては、JAふれあい食材加入の会員様に限ら
　せていただきます
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